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ふじしま夏まつりでは、射的や金魚すくい、露店など
が並び、子供から大人まで多くの人でにぎわいました。
また、青少年ボランティアサークルBen’sが小児がん
支援のレモネードスタンドを開設し、売り上げの一部

を寄付しました。鶴岡伝統芸能祭では、園児や小学生
を含む10団体が太鼓や獅子踊、神楽を披露。フィナー
レの藤ろっく祭では、２組のバンドが熱い演奏を繰り
広げ、会場は一体となって沸き上がりました。

ふじしま夏まつり・鶴岡伝統芸能祭

ご利益をつかみ取る　出羽三山神社 花祭

稲の開花時期に行われる出羽三山神社の例祭「花祭」。
高校生が担ぐみこしや若者が引く花梵天の行列が鏡池
を一巡すると祭りは最高潮を迎えます。手にすれば家

内安全や無病息災のご利益が得られるといわれる梵天
の花。参拝者は、梵天の激しい揺れに合わせ、我先に
花を手に入れようと一斉に手を伸ばしていました。

羽黒｜７.15

藤島｜8.2
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月山あさひ博物村文化創造館探検とワークショップ

「巨大マンモス展ー月山ゾウとその仲間たちー」の
関連事業。マンモスの臼歯のレプリカ作りの後、マ
ンモスの骨格等が展示された館内を巡りました。

朝日｜8.9

未来の道の駅「あつみ」うぇるかぶ探検隊〝ナツ″

約50人の探検隊が建物の基礎作りを学んだ後、今
しか見られない広大な建設現場をやぐらから一望。
ワークショップでは「理想の道の駅」を考えました。

大人の消防体験「鶴岡消防士へのススメ」

18歳～29歳の学生や社会人を対象に初開催。座学や
施設見学、放水体験等が行われ、参加者は、仕事内
容等について現役消防士に熱心に質問していました。

鶴岡｜8.2・9

温海｜7.31

黒川能保存会「能楽青年交流」

黒川能保存会が実施する能楽青年交流事業。コロナ禍
を経て７年ぶりに國學院大學観世会の学生等約30人
が夏合宿に訪れ、５日間の日程で謡や仕舞の稽古に汗

を流しました。能役者等との交流会では、互いに仕舞
を披露したり杯を交わしたりしながら、学生が学ぶ能
楽と神事能である黒川能の違いを肌で感じていました。

櫛引｜8.3～7

市民公開講座「つるおかの医療がここまで変わった」

荘内病院と国立がん研究センター東病院が連携して
５年。両院長等が遠隔アシスト手術や「おんらいん
がん相談」など、これまでの成果を振り返りました。

鶴岡｜７.25


